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誌を使用し、2002 ～ 2017 年 8 月までを検索期間とし
た。検索キーワードは医学中央雑誌で「足浴」、 「ヒト」、























湯温の条件を変更して検討したのは岡本ら 6）の 1 件で
あった。
②浸漬時間（浸漬のみ）は、10 分が 5 件、20 分が
3件、15分が 1件であった。10分～ 30分で検討を行っ
たのは岡本ら 6）の 1 件であった。
③湯量は不明なものを除き、ベースンを使用したも
のが 4件、足浴器の使用が 2件であった。水深は不明
なものが多かったが、外踝から外踝上の 10 ～ 15㎝が
3件、膝下 10㎝が 1件、水深を変化し検討を行った研



















































































































温浴について 10 文献のうち、岡本ら 6）では、38℃
と 41℃での温度と浸漬時間について検証し、その結
果、41℃の湯温が 38℃より適していると考えられて








文献による温浴単独での 10 ～ 20 分という時間でもリ
ラクセーション効果が得られていた結果も併せるとリ











































































実践方法として、湯温 38 ～ 41℃、水深 15㎝程度、
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